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東医大誌　48（5）：662～707，1990
第125回　東京医科大学医学会総会
日　時平成2年6月8日（金）午前10時より
　　　　　平成2年6月9日（土）午前10時より
会　場東京医科大学病院臨床講堂（6階）
当番教室’生理学（第一）・外科学（第三）
特別講演　1．走磁性細菌と酸素の磁性
　　　　　　　　物理学　遠藤慶三教授
　　　　　2．漿膜の病理の問題点
　　　　　　　　病院病理部　　海老原善郎　教授
一般演題＝1～43（第！日目），44～86（第2日目）
特別講演1． 走磁性細菌と酸素の磁性
物理学教室
　磁性物理学の立場から，実験をまじえながら，先
づ酸素の磁性について，次に走磁性細菌について考
察する．
　酸素分子は結合に関与していない不対電子が2個
あり，これが分子磁石の起源となっている．強磁性
の鉄は不対電子が原子当り2．2個で同程度である．
一方，酸素の分子量は32gで，鉄より軽いので，
もしこの分子磁石が完全に整列すると，重さ当りの
磁気の強さ（磁化）は鉄の1．5倍に達する．しか
し，酸素は分子聞相互作用がないので，外部から磁
場をかけて始めて磁化を発生する．そこで，酸素の
磁化し易い条件を探り，鉄に匹敵する磁化を作る事
が研究目的のひとつである．
　酸素の磁化し易い条件を調べるため，まつ液体酸
素で，次に吸着状態の酸素の磁化測定を行った．磁
性流体としての液体酸素については簡単な実験及び
考察を本学の紀要（16，1990，7～16）に記してあ
るので参照されたい．
　液体酸素を冷却すると54K（一219℃）以下で結
晶化して，磁化しずらい条件となるので，結晶化さ
せない方法としてゼオライト13Xに吸着させた．
この物質は吸着材として知られ，多孔質結晶で
10Aの孔が縦横に走っているので，この中に酸素分
遠藤慶三
子を入れる処理を行った．磁化のし易さ（磁化率）
の測定を結晶化温度より低い4．2　K（一296℃）ま
で行った．この測定で目標とする結晶化しない酸素
の存在を確認し，4．2Kで従来の5倍に達する磁化
率を得た。この状態での磁化の測定値はニッケル金
属の40％，鉄の10％に達した．この値は磁性体と
　し立派な値ともいえるが，まだ目標値の10％にす
　ぎない．試料中に結晶となっている酸素も残存して
いるので，今後吸着材質の選択とその処理法の検討
が必要である．
　次に，生体中に磁性体を持つ走磁性細菌について
考察する．現在までに知られているその細菌の大き
さは数ミクロンで，超微粒子（1000A）磁性体が数
10個背骨のように配列している．その磁性体の正
体はマグネタイト（フェライトのひとつ）Fe304
で，しかも単結晶で永久磁石となっている．単結晶
磁性体が永久磁石であり得る物理的条件は純鉄で
2000A以下の粒子に限られる．今の磁性体はこの条
件を満していると考えられる．細菌はこの磁石で地
磁気を検知し，池や川の泥中に生る条件を持ってい
　る．
　磁性物理の問題として，1）マグネタイト以外の
フェライトの生体合成は可能か，2）人工合成フェ
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